
なまえ ひづけ がつ にち

1 水道の 水が 家に とどく までの じゅんに、記号を ならべよう。

ア

川・ダム

イ

森林に ふった 雨

ウ

配水池

エ

家の じゃ口

オ

じょう水場

→ → → →

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 森林は 雨水を たくわえ、少しずつ 川に 流す はたらきを す
る。

2 ダムは 川の 水を ためて、水の りょうを 調せつする。

3 川の 水は、そのまま きれいに しないで 家に とどく。

4 水道の 水を つくるには、お金が かかって いる。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「じょう水場の しくみ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ しゃかい ・ sh4-15

水道の 水は どこから
やさしい ★☆☆ ・ 水道の 水の 通り道

水
ちいきと くらし

雨から
じゃ口まで



なまえ ひづけ がつ にち

1 じょう水場で 水を きれいに する じゅんに、記号を ならべよ

う。

ア

しょうどくする

イ

配水池へ 送る

ウ

すなの そうで こす
（ろか）

エ

川から 水を 取り入
れる

オ

薬を 入れて にごり
を しずめる（ちん

でん）

→ → → →

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 じょう水場では、水の しつを 1日中 けんさして いる。

2 じょう水場は、夜は 休んで いる。

3 しょうどくは、ばいきんを ころす ために する。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「使った 水の ゆくえ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ しゃかい ・ sh4-16

じょう水場の しくみ
ふつう ★★☆ ・ じょう水場の しくみ

水
ちいきと くらし

水を きれいに
する じゅん



なまえ ひづけ がつ にち

1 家で 使った 水の ゆくえの じゅんに、記号を ならべよう。

ア

家の 台所や ふろ

イ

川や 海

ウ

下水しょり場

エ

下水道管

→ → →

2 ことばから えらんで 書こう。

ことば 下水しょり場 じょう水場 油

1 使って よごれた 水は、  で きれいに されて

から 川や 海に もどされる。
2 台所の ながしに  を 流さない ように する。

3 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 水は 川・海・空・雨と めぐって いる。

2 よごれた 水を そのまま 川に 流しても、川の 生きものは こ
まらない。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「水の 使い方を 読もう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ しゃかい ・ sh4-17

使った 水の ゆくえ
ふつう ★★☆ ・ 使った 水の ゆくえ

水
ちいきと くらし

使った 水は
どこへ？



なまえ ひづけ がつ にち

使い道 ふろ トイレ 台所 せんたく そのほか

りょう（L） 80 45 40 30 15

1 ひょうを 見て 書こう。（ある 家の 1日の 水の 使い方）

1 1日に 使う 水の 合計  L

2 ふろと トイレの ちがい  L

3 台所と せんたくを 合わせた りょう  L

2 使う りょうが 多い じゅんに、記号を ならべよう。

ア

トイレ

イ

せんたく

ウ

台所

エ

ふろ

オ

そのほか

→ → → →

3 いちばん 多く 使って いるのは どれかな。

ふろ トイレ 台所 せんたく そのほか

4 水を 大切に 使う くふうに ○、ちがう ものに × を 書こう。

1 歯みがきの 間は 水を 止める。

2 水を 出しっぱなしに して 食器を あらう。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「ごみの 分け方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく4ねんせい ・ しゃかい ・ sh4-18

水の 使い方を 読もう
むずかしい ★★★ ・ 家で 使う 水の りょう

水
ちいきと くらし

数を
くらべよう


